
10月1日実施
みなさまのご協力を
よろしくお願いします

　

１
９
２
０
年
10
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た

国
勢
調
査
は
今
年
で
１
０
０
年
目
に
な
り

ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
・
世
帯
が
対
象
で
あ
り
、
ご
回

答
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
少
子
・
高
齢
化

や
医
療
・
福
祉
、
雇
用
対
策
、
防
災
対
策

な
ど
、
皆
さ
ま
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

１
０
０
年
前
に
実
施
さ
れ
た
「
第
一
回

国
勢
調
査
」
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
当
時

の
日
本
の
人
口
が
５
６
０
０
万
人
で
あ
り
、

日
本
国
内
に
実
際
に
住
ん
で
い
る
人
数
は

戸
籍
よ
り
１
９
６
万
人
少
な
い
こ
と
も
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
時
の
平
均
寿
命
は
男
性
42
歳
、

女
性
43
歳
で
し
た
。

　

令
和
２
年
10
月
１
日
現
在
、
国
籍
は
関

係
な
く
、
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ

て
の
人
お
よ
び
世
帯
が
対
象
と
な
り
、
す

べ
て
の
人
に
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
現
状
を
理
解
し
、
将
来
の
見

通
し
を
考
え
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
、
最
も
基
本
的
な
統
計
情
報
を
提
供

す
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

調
査
す
る
内
容

●
氏
名
、
性
別
、
出
生
年
月
、
就
業
状
態

な
ど
の
各
世
帯
員
に
関
す
る
15
項
目

●
世
帯
員
の
数
や
住
宅
の
種
類
な
ど
の
世

帯
に
関
す
る
４
項
目

の
、
計
19
項
目
で
す
。
家
計
の
収
支
に
関

す
る
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

全
世
帯
で
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
が
で
き
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
が
で
き
な
い
場
合
は
、

紙
の
調
査
票
に
よ
る
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

９
月
上
旬
か
ら
、
総
務
大
臣
の
任
命
を

受
け
た
調
査
員
が
全
世
帯
を
訪
問
し
、
調

査
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

　

お
仕
事
・
ご
旅
行
な
ど
で
、
ご
家
族
全

員
が
９
月
10
日
〜
10
月
７
日
ま
で
の
期
間
、

継
続
し
て
不
在
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
市
役
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
注
視
し
つ
つ
、
感
染
拡
大
防
止

に
配
慮
し
た
調
査

方
法
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

統
計
調
査
を
よ
そ
お
い
、
不
正
に
個
人

情
報
を
得
よ
う
と
す
る
「
か
た
り
調
査
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

調
査
員
は
、
調
査
活
動
中
「
調
査
員
身

分
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。「
怪
し
い
」

と
感
じ
た
ら
、
即
答
は
避
け
、
市
役
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
国
勢
調
査
勝
山
市
実
施
本
部

（
総
務
課
内
）
☎
88
‐
１
１
１
７

１
０
０
歳
に
な
っ
た
国
勢
調
査

今
年
10
月
１
日
に

国
勢
調
査
が
全
国
一
斉
実
施

９
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が

各
世
帯
を
訪
問

第1回国勢調査のポスター

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
が
可
能

か
た
り
調
査
に
ご
注
意
！

九頭竜テラ
ス

で販売
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
で
延
期
と
な
っ
て

い
た
道
の
駅
「
恐
竜
渓
谷
か
つ
や

ま
」
が
待
望
の
オ
ー
プ
ン
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

物
産
品
等
の
物
販
施
設

　

ス
ー
ベ
ニ
ア
シ
ョ
ッ
プ

ラ
プ
ト
ル
道
の
駅
店

　

勝
山
産
の
新
鮮
な
農
林
水
産
物

や
菓
子
類
、
市
内
工
芸
品
や
県
内

お
土
産
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

営
業
時
間
▼
午
前
9
時
〜
午
後
5

時（
時
期
に
よ
っ
て
変
動
あ
り
）

定
休
日
▼
火
曜
日（
祝
日
の
場
合
、

翌
平
日
、夏
休
み
期
間
は
無
休
）

飲
食
提
供
施
設

　

九
頭
竜
テ
ラ
ス

　

新
た
に
開
発
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
多
数
販
売
し
ま
す
。

営
業
時
間
▼
午
前
11
時
〜
午
後
3

時（
時
期
に
よ
っ
て
変
動
あ
り
）

定
休
日
▼
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
平
日
、
夏
休
み
期
間
は
無

休
）

屋
外
交
流
広
場

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
で
き
る

広
場
で
す
。

親
水
広
場

　

水
に
親
し
め
る
池
や
噴
水
が
あ

る
広
場
で
す
。

問
勝
山
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
㈱

☎
87
‐
1
2
4
5

66月月2020日㈯　午前11時～日㈯　午前11時～
待望の

オープン

平泉寺平泉寺
かき氷かき氷

水ようかん水ようかん
ソフトクリームソフトクリーム

ラプトルバーガーラプトルバーガー
若狭牛メンチ勝若狭牛メンチ勝

九頭竜テラ
ス

九頭竜テラ
ス

で販売で販売

道の駅「恐竜渓谷かつやま」道の駅「恐竜渓谷かつやま」

　道の駅「恐竜渓谷かつや
ま」では、市内の生産者・事
業者の皆さまが大切に育て
た野菜や加工食品、工芸品な
ど数多く取り揃えるほか、市
外からのお客さまに向けたお
土産物の充実も図っていきます。
　地域内消費の拡大や地域商材の開発を、生産者・
事業者の皆さまの協力を得ながら行っていければと
考えております。
　オープンにあたり、感染症防止対策として、日頃
の消毒やマスクの着用、レジにフィルムを設置する
ほか、店内が３密にならないよう入場制限を行うなど、
新しい生活様式に合わせた運営を行っていきます。
　皆さまには、ご不便ご迷惑をおかけいたしますが、
ご来場をお待ちしております。

　道の駅がある地元荒土町の出荷登録者「あらど朝
市」代表の中村さんは「野菜以外にも、イチゴやリ
ンゴなどを自分たちで加工したジャムをメインに出
荷します。ラベルは荒土小学校の児童に描いてもら
いました」と出荷への意気込みを語りました。
　「みんな和気あいあいとやっています」と楽しそ
うに笑いあうメンバーの方も、道の駅のオープンを
心待ちにしている様子でした。

生産者・事業者と
　　共に盛り上げる

荒土の野菜　広めたい

道の駅「恐竜渓谷かつやま」
駅長　木下　和寛さん

あ
ら
ど
朝
市
代
表
の
中
村
三
千
代

さ
ん
（
左
か
ら
２
人
目
）
と
そ
の

メ
ン
バ
ー

感染症防止対策のため、入場を制限する場合があります
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早
期
発
見

早
期
発
見
がが
カ
ギ
カ
ギ
高
齢
者
の
虐
待
防
止

　

高
齢
者
虐
待
の
相
談
・
通
報
件

数
は
、
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
勝
山
市
で
は
、
令
和
元

年
度
に
５
件
の
相
談
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
、
４
件
を
虐
待
と
判
断
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
外
出
の
機
会
が

減
り
、
家
族
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス

が
た
ま
る
こ
と
や
、
介
護
負
担
が

増
え
る
こ
と
、
経
済
的
な
問
題
な

ど
が
要
因
と
な
っ
て
、
高
齢
者
虐

待
に
つ
な
が
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

虐
待
は
、
周
囲
の
人
が
早
期
に

発
見
し
、
家
族
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
で
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

虐
待
に
あ
た
る
行
為
や
サ
イ
ン

に
気
づ
い
た
ら
、
ま
ず
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
・
相
談

を
お
願
い
し
ま
す
。

□
家
か
ら
怒
鳴
り
声
や
物
が
投
げ

ら
れ
る
音
が
聞
こ
え
る

□
庭
や
家
屋
の
手
入
れ
が
さ
れ
て

い
な
い

□
体
に
ケ
ガ
や
あ
ざ
な
ど
が
あ
る

□
体
重
が
不
自
然
に
増
え
た
り
、

減
っ
た
り
す
る

□
家
に
帰
る
の
を
嫌
が
る

□
近
所
付
き
合
い
が
な
く
、
訪
問

し
て
も
高
齢
者
に
会
え
な
い

□
お
金
が
な
い
と
訴
え
る

□
利
用
者
負
担
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
が
ら
な
い

連
絡
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
「
や
す
ら
ぎ
」（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
９
０
０

虐
待
に
あ
た
る
行
為

身
体
的
虐
待

な
ぐ
る
、
け
る
、
つ
ね
る
な
ど
の
暴
力
や
、
不
必

要
に
体
を
し
ば
っ
た
り
す
る

心
理
的
虐
待

威
圧
的
な
態
度
や
暴
言
、
無
視
な
ど
で
精
神
的
苦

痛
を
与
え
る

介
護
・
世
話
の

放
棄
・
放
任

食
事
を
十
分
に
与
え
な
い
、
長
時
間
放
置
す
る
、

適
切
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ
な
い

性
的
虐
待

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
強
要
す
る

経
済
的
虐
待

合
意
な
し
に
財
産
や
金
銭
を
使
用
し
た
り
、
処
分

す
る

そのイライラ　抱え込まないで
　介護疲れから高齢者虐待
につながるケースが見受け
られます。このような場合、
適切なサービスを利用し、
介護負担やストレスを軽減
することで予防できます。
　無理せず介護を抱え込まないようにしましょ
う。

　また、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、人との交流が難しい状況が続いています。
　介護が大変になっていたり、家族の中でのスト
レスを強く感じることなどありましたら、がまん
せずに、周囲の人や担当ケアマネジャー、地域包
括支援センターにご相談ください。

相談窓口・緊急連絡先
地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）
平日　午前8時30分～午後5時15分
　　　☎87－0900
休日夜間の緊急通報　市役所宿日直
　　　☎88－1111

軽減しよう！介護負担
〇介護保険などのサービスを活用する
〇 介護の方法、認知症の方への対応法など、
専門家のアドバイスを受ける

〇身近な方に現状を伝え、協力を得る
〇同じ介護をする方と話し、悩みを共有する

次
の
サ
イ
ン
は
要
注
意

気
づ
い
た
ら
連
絡
を
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美
し
い
環
境
を
守
る　
〜
６
月
は
環
境
月
間
〜

　

近
年
、
勝
山
市
の
ご
み
排
出
量

　

近
年
、
勝
山
市
の
ご
み
排
出
量

は
増
減
を
繰
り
返
し
、
ひ
と
り
１

は
増
減
を
繰
り
返
し
、
ひ
と
り
１

日
当
た
り
ご
み
排
出
量
に
お
い
て

日
当
た
り
ご
み
排
出
量
に
お
い
て

は
右
肩
上
が
り
で
、
昨
年
度
は
８

は
右
肩
上
が
り
で
、
昨
年
度
は
８

７
８
グ
ラ
ム
で
し
た
。

７
８
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

家
庭
か
ら
発
生
す
る
燃
や
せ
る

　

家
庭
か
ら
発
生
す
る
燃
や
せ
る

ご
み
の
約
４
割
が
紙
ご
み
で
、
約

ご
み
の
約
４
割
が
紙
ご
み
で
、
約

３
割
が
生
ご
み
で
す
。

３
割
が
生
ご
み
で
す
。

　

紙
ご
み
は
、
分
別
の
徹
底
や
集

　

紙
ご
み
は
、
分
別
の
徹
底
や
集

団
回
収
を
実
施
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
そ
の
量
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
生
ご
み
に
は
、
賞
味
期

限
切
れ
、
食
べ
残
し
な
ど
の
食
品

ロ
ス
と
呼
ば
れ
る
ご
み
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
に
出
か
け
る
前
に
は
冷

蔵
庫
内
を
確
認
し
、
必
要
な
分
だ

け
の
食
材
の
購
入
を
心
が
け
、
家

庭
か
ら
の
食
品
ロ
ス
の
発
生
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
や
会
社
か
ら
排
出
さ
れ
る

ご
み
を
河
川
や
山
林
、
空
地
な
ど

に
不
法
投
棄
し
た
り
、
野
外
で
焼

却
す
る
こ
と
は
廃
棄
物
処
理
法
で

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
し
た
場

合
に
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
若
し

く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
（
法
人

に
は
３
億
円
以
下
）
の
罰
金
が
科

さ
れ
ま
す
。

　

特
に
野
外
焼
却
で
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生

し
ま
す
。
ま
た
、
煙
が
家
の
中
に

入
っ
た
り
、
洗
濯
物
に
煙
の
臭
い

が
移
る
な
ど
、
近
隣
住
民
の
迷
惑

に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
を
処
分
す
る
際
に
は
、
家

庭
の
ご
み
は
地
域
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
出
し
、
会
社
の
ご
み
は

業
者
へ
処
理
を
委
託
し
て
く
だ
さ

い
。

　

不
法
投
棄
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
早
期
発
見
が
重
要
で
す
。

不
法
投
棄
や
野
外
焼
却
を
発
見
し

た
際
は
、
速
や
か
に
不
法
投
棄

１
１
０
番
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

不法投棄110番通報先

福井県循環社会推進課 ☎0776-20-0584

奥越健康福祉センター
環境衛生課 ☎66-2076

勝山警察署 ☎88-0110

勝山市環境政策課 ☎88-8104

「みどりの愛護」活動で中後区が知事表彰
　中後区は、平成
16年から、元禄線
沿いの花壇やプラ
ンターにサツキや
一年草を植栽し、
世話をしています。
元禄線は、勝山駅
から市の中心街へ
続くまちの玄関口
であり、「全区民の
協力で美しい玄関
口にしよう」とい
う思いで活動され

ています。
　その長年の活動が認められ、第31回全国「みどり
の愛護」のつどい記念福井県都市緑化功労者として
知事表彰を受けました。

家
庭
か
ら
の
ご
み
を

家
庭
か
ら
の
ご
み
を

減
ら
そ
う

減
ら
そ
う

適
正
な
ご
み
処
理
を

勝山市のごみ内訳 勝山市のごみ排出状況

6800

7000

7200

7400

7600

500

600

700

800

900

平成27年度

7,375

7,235 7,195

7,391 7,401

812 819 827
864864 878878
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早
期
発
見

早
期
発
見
がが
カ
ギ
カ
ギ
高
齢
者
の
虐
待
防
止

　

高
齢
者
虐
待
の
相
談
・
通
報
件

数
は
、
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
勝
山
市
で
は
、
令
和
元

年
度
に
５
件
の
相
談
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
、
４
件
を
虐
待
と
判
断
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
外
出
の
機
会
が

減
り
、
家
族
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス

が
た
ま
る
こ
と
や
、
介
護
負
担
が

増
え
る
こ
と
、
経
済
的
な
問
題
な

ど
が
要
因
と
な
っ
て
、
高
齢
者
虐

待
に
つ
な
が
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

虐
待
は
、
周
囲
の
人
が
早
期
に

発
見
し
、
家
族
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
で
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

虐
待
に
あ
た
る
行
為
や
サ
イ
ン

に
気
づ
い
た
ら
、
ま
ず
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
・
相
談

を
お
願
い
し
ま
す
。

□
家
か
ら
怒
鳴
り
声
や
物
が
投
げ

ら
れ
る
音
が
聞
こ
え
る

□
庭
や
家
屋
の
手
入
れ
が
さ
れ
て

い
な
い

□
体
に
ケ
ガ
や
あ
ざ
な
ど
が
あ
る

□
体
重
が
不
自
然
に
増
え
た
り
、

減
っ
た
り
す
る

□
家
に
帰
る
の
を
嫌
が
る

□
近
所
付
き
合
い
が
な
く
、
訪
問

し
て
も
高
齢
者
に
会
え
な
い

□
お
金
が
な
い
と
訴
え
る

□
利
用
者
負
担
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
が
ら
な
い

連
絡
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
「
や
す
ら
ぎ
」（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
９
０
０

虐
待
に
あ
た
る
行
為

身
体
的
虐
待

な
ぐ
る
、
け
る
、
つ
ね
る
な
ど
の
暴
力
や
、
不
必

要
に
体
を
し
ば
っ
た
り
す
る

心
理
的
虐
待

威
圧
的
な
態
度
や
暴
言
、
無
視
な
ど
で
精
神
的
苦

痛
を
与
え
る

介
護
・
世
話
の

放
棄
・
放
任

食
事
を
十
分
に
与
え
な
い
、
長
時
間
放
置
す
る
、

適
切
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ
な
い

性
的
虐
待

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
強
要
す
る

経
済
的
虐
待

合
意
な
し
に
財
産
や
金
銭
を
使
用
し
た
り
、
処
分

す
る

そのイライラ　抱え込まないで
　介護疲れから高齢者虐待
につながるケースが見受け
られます。このような場合、
適切なサービスを利用し、
介護負担やストレスを軽減
することで予防できます。
　無理せず介護を抱え込まないようにしましょ
う。

　また、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、人との交流が難しい状況が続いています。
　介護が大変になっていたり、家族の中でのスト
レスを強く感じることなどありましたら、がまん
せずに、周囲の人や担当ケアマネジャー、地域包
括支援センターにご相談ください。

相談窓口・緊急連絡先
地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）
平日　午前8時30分～午後5時15分
　　　☎87－0900
休日夜間の緊急通報　市役所宿日直
　　　☎88－1111

軽減しよう！介護負担
〇介護保険などのサービスを活用する
〇 介護の方法、認知症の方への対応法など、
専門家のアドバイスを受ける

〇身近な方に現状を伝え、協力を得る
〇同じ介護をする方と話し、悩みを共有する

次
の
サ
イ
ン
は
要
注
意

気
づ
い
た
ら
連
絡
を

13 　　 広報かつやま６月号 №787

美
し
い
環
境
を
守
る　
〜
６
月
は
環
境
月
間
〜

　

近
年
、
勝
山
市
の
ご
み
排
出
量

　

近
年
、
勝
山
市
の
ご
み
排
出
量

は
増
減
を
繰
り
返
し
、
ひ
と
り
１

は
増
減
を
繰
り
返
し
、
ひ
と
り
１

日
当
た
り
ご
み
排
出
量
に
お
い
て

日
当
た
り
ご
み
排
出
量
に
お
い
て

は
右
肩
上
が
り
で
、
昨
年
度
は
８

は
右
肩
上
が
り
で
、
昨
年
度
は
８

７
８
グ
ラ
ム
で
し
た
。

７
８
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

家
庭
か
ら
発
生
す
る
燃
や
せ
る

　

家
庭
か
ら
発
生
す
る
燃
や
せ
る

ご
み
の
約
４
割
が
紙
ご
み
で
、
約

ご
み
の
約
４
割
が
紙
ご
み
で
、
約

３
割
が
生
ご
み
で
す
。

３
割
が
生
ご
み
で
す
。

　

紙
ご
み
は
、
分
別
の
徹
底
や
集

　

紙
ご
み
は
、
分
別
の
徹
底
や
集

団
回
収
を
実
施
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
そ
の
量
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
生
ご
み
に
は
、
賞
味
期

限
切
れ
、
食
べ
残
し
な
ど
の
食
品

ロ
ス
と
呼
ば
れ
る
ご
み
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
に
出
か
け
る
前
に
は
冷

蔵
庫
内
を
確
認
し
、
必
要
な
分
だ

け
の
食
材
の
購
入
を
心
が
け
、
家

庭
か
ら
の
食
品
ロ
ス
の
発
生
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
や
会
社
か
ら
排
出
さ
れ
る

ご
み
を
河
川
や
山
林
、
空
地
な
ど

に
不
法
投
棄
し
た
り
、
野
外
で
焼

却
す
る
こ
と
は
廃
棄
物
処
理
法
で

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
し
た
場

合
に
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
若
し

く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
（
法
人

に
は
３
億
円
以
下
）
の
罰
金
が
科

さ
れ
ま
す
。

　

特
に
野
外
焼
却
で
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生

し
ま
す
。
ま
た
、
煙
が
家
の
中
に

入
っ
た
り
、
洗
濯
物
に
煙
の
臭
い

が
移
る
な
ど
、
近
隣
住
民
の
迷
惑

に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
を
処
分
す
る
際
に
は
、
家

庭
の
ご
み
は
地
域
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
出
し
、
会
社
の
ご
み
は

業
者
へ
処
理
を
委
託
し
て
く
だ
さ

い
。

　

不
法
投
棄
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
早
期
発
見
が
重
要
で
す
。

不
法
投
棄
や
野
外
焼
却
を
発
見
し

た
際
は
、
速
や
か
に
不
法
投
棄

１
１
０
番
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

不法投棄110番通報先

福井県循環社会推進課 ☎0776-20-0584

奥越健康福祉センター
環境衛生課 ☎66-2076

勝山警察署 ☎88-0110

勝山市環境政策課 ☎88-8104

「みどりの愛護」活動で中後区が知事表彰
　中後区は、平成
16年から、元禄線
沿いの花壇やプラ
ンターにサツキや
一年草を植栽し、
世話をしています。
元禄線は、勝山駅
から市の中心街へ
続くまちの玄関口
であり、「全区民の
協力で美しい玄関
口にしよう」とい
う思いで活動され

ています。
　その長年の活動が認められ、第31回全国「みどり
の愛護」のつどい記念福井県都市緑化功労者として
知事表彰を受けました。

家
庭
か
ら
の
ご
み
を

家
庭
か
ら
の
ご
み
を

減
ら
そ
う

減
ら
そ
う

適
正
な
ご
み
処
理
を

勝山市のごみ内訳 勝山市のごみ排出状況
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サ
ト
イ
モ
の
保
護
に
ご
協
力
を

サ
ト
イ
モ
の
保
護
に
ご
協
力
を

　

昨
年
の
サ
ト
イ
モ
圃
場
で
の
疫

病
発
生
に
よ
り
、
本
年
は
種
芋
消

毒
や
防
除
な
ど
の
サ
ト
イ
モ
疫
病

対
策
に
よ
る
生
産
者
の
経
費
負
担

が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
支
援
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
農
林
政
策
課
ま
た
は

Ｊ
Ａ
福
井
県
の
お
近
く
の
支
店
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

事
前
に
病
気
を
予
防
し
、
サ
ト

イ
モ
の
保
護
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
農
林
政
策
課
（
市
役
所
1
階
）

☎
88
‐
8
1
0
6

Ｊ
Ａ
福
井
県

勝
山
南
支
店　

☎
88
‐
0
3
4
1

勝
山
中
支
店　

☎
88
‐
0
3
4
2

勝
山
北
支
店　

☎
89
‐
2
0
0
3

　

種
芋
の
消
毒
や
圃
場
で
の
防
除

に
必
要
な
農
薬
の
購
入
費
や
、
防

除
を
他
者
に
委
託
し
た
際
の
委
託

費
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対　

象
▼
令
和
２
年
度
に
サ
ト
イ

モ
を
栽
培
し
て
い
る
す
べ
て
の

方
（
出
荷
、
販
売
し
な
い
場
合

も
含
む
）

農
薬
補
助
▼
種
芋
の
消
毒
や
圃
場

で
の
防
除
に
必
要
な
農
薬（
＊
）

の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
（
上

限
あ
り
）

防
除
委
託
補
助
▼
疫
病
対
策
の
た

め
の
防
除
を
他
者
に
委
託
し
た

際
の
委
託
費
の
一
部
を
補
助

（
上
限
あ
り
）

申
請
書
提
出
場
所
▼
農
林
政
策
課

ま
た
は
J
A
福
井
県
の
お
近
く

の
支
店

申
請
締
切
▼
６
月
30
日
㈫

＊
対
象
農
薬
は
「
ベ
ン
レ
ー
ト
Ｔ
水

和
剤
20
」「
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア

ブ
ル
」「
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤
」

「
ダ
イ
ナ
モ
顆
粒
水
和
剤
」。
た
だ

し
、
令
和
２
年
産
サ
ト
イ
モ
の
栽

培
に
使
用
し
た
分
に
限
る

サ
ト
イ
モ
疫
病
対
策

支
援
事
業

負
担
わ
け
あ
い　

人
生
楽
し
む

　

共
働
き
率
と
女
性
の
就
業
率
が

全
国
１
位
の
福
井
県
で
す
が
、
仕

事
を
持
つ
男
女
で
家
事
・
育
児
時

間
を
比
べ
る
と
、
男
性
が
１
日
20

分
な
の
に
対
し
、
女
性
は
２
時
間

44
分
と
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま

す
。

※
平
成
28
年
社
会
生
活
基
本
調
査

よ
り

　

い
つ
も
よ
り
在
宅
時
間
が
多
く

な
っ
た
今
、
家
族
全
員
が
家
事
に

関
わ
る
機
会
が
増
え
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

県
が
共
働
き
家
庭
に
勧
め
る

「
共
家
事
（
ト
モ
カ
ジ
）」
は
、
い

き
な
り
家
事
を
分
担
し
な
い
で
、

ま
ず
は
夫
婦
・
家
族
み
ん
な
で
一

緒
に
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

何
度
か
実
践
し
て
み
た
ら
、
家

事
が
意
外
と
楽
し
い
と
思
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

大
変
だ
と
思
う
こ
と
は
、
思
い

切
っ
て
家
電
や
家
事
代
行
を
導
入

し
た
り
す
る
な
ど
、
自
分
た
ち
の

や
り
方
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

家
事
負
担
が
減
り
、
ゆ
と
り
時

間
が
で
き
た
ら
、
趣
味
や
娯
楽
な

ど
自
分
の
好
き
な
時
間
に
あ
て
ま

し
ょ
う
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
も
言
わ

れ
る
中
、
性
別
関
係
な
く
、
す
べ

て
の
人
が
充
実
し
た
人
生
を
送
る

た
め
に
時
間
の
使
い
方
を
見
直
し

ま
せ
ん
か
。

問
未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

女
性
の
負
担
が
大
き
い

福
井
県

ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う

レ
ッ
ツ
共
家
事

ゆ
と
り
時
間
を

充
実
さ
せ
る

新たに６事業所が調印
　

６
月
２
日
、
市
役
所
で
「
地
域

見
守
り
活
動
協
力
に
関
す
る
協
定

調
印
式
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
高
齢
者
の
見
守

り
活
動
を
市
と
事
業
所
が
連
携
・

協
力
す
る
も
の
で
、
平
成
25
年
度

か
ら
始
ま
り
、
徐
々
に
協
力
事
業

所
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
新
た
に
６
事
業
所
が
加
わ

り
、
参
加
事
業
所
の
総
数
は
28
事

業
所
１
協
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
規
協
定
事
業
所
（
順
不
同
）

•
福
井
銀
行
勝
山
支
店

•
福
邦
銀
行
勝
山
支
店

•
越
前
信
用
金
庫
勝
山
支
店

•
北
陸
銀
行
勝
山
支
店

•
福
井
県
農
業
協
同
組
合

•
市
営
温
水
プ
ー
ル
指
定
管
理
者

問
健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
９
０
０

6
月
は
男
女
共
同
参
画
月
間
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食食
に
親
し
み
、

に
親
し
み
、
食食
を
楽
し
も
う

を
楽
し
も
う

〜
食
は
生
き
る
力
〜

　

食
育
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
の
食
に
つ
い
て
考
え
る
習
慣

を
身
に
つ
け
、
食
に
関
す
る
知
識

と
食
を
選
択
す
る
力
を
習
得
す
る

こ
と
で
、
心
身
と
も
に
健
全
な
食

生
活
を
実
践
し
、
郷
土
へ
の
愛
着

や
感
謝
の
心
を
育
む
取
り
組
み
で

す
。

　

勝
山
市
で
は
、
食
育
を
継
続
し

て
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成
20
年

か
ら
、
食
育
推
進
の
目
標
と
方
向

性
を
示
す
「
勝
山
市
食
育
推
進
計

画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

食
に
か
か
わ
る
情
勢
が
変
化
し

て
い
く
中
で
、
様
々
な
課
題
に
対

応
す
る
た
め
に
５
年
を
区
切
り
と

し
、
平
成
30
年
に
は
第
３
次
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
よ
り
食
育
の
効

果
を
高
め
る
取
組「
食
育
10
か
条
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

豊
か
な
食
生
活
を
守
る
た
め
、

ご
家
庭
で
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
６

　

国
が
公
表
し
た
「
新
し
い
生
活

様
式
」
を
基
に
、
当
市
の
現
状
に

あ
わ
せ
た
勝
山
市
版
「
新
し
い
生

活
様
式
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
食
事
に
関
す
る
実

践
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

お
一
人
お
ひ
と
り
が
、
日
常
生

活
の
中
で
心
が
け
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
感

染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、
ご
自
身
の
み
な
ら
ず
、
大
事

な
ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど
の
命
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

食
事
の
生
活
様
式

□
遠
出
を
さ
け
、
で
き
る
だ
け
市

内
店
舗
で
持
ち
帰
り
や
出
前
の

活
用

□
屋
外
空
間
で
気
持
ち
よ
く

□
お
店
で
は
対
面
で
は
な
く
横
並

び
に
座
る

□
食
事
中
の
会
話
は
控
え
る

□
お
酌
や
、
グ
ラ
ス
な
ど
の
回
し

飲
み
は
絶
対
に
避
け
る

□
基
本
は
家
族
単
位
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

勝
山
市
版

  「
新
し
い
生
活
様
式
」の

実
践
に
ご
協
力
を

第３次勝山市
食育推進計画 食育10か条

第２条

第４条

第６条

第８条

第10条

第１条

第３条

第５条

第７条

第９条

家
族
で
食
事

を
す
る

料
理
が
で
き

る
よ
う
に
な

る

旬
産
旬
消
の

実
践

「
食
」
に
対

す
る
感
謝
の

気
持
ち
を
も

つ

農
業
体
験
を

通
し
て
感
謝

の
気
持
ち
を

育
む

規
則
正
し
く

食
事
を
す
る

栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た

食
生
活
を
実

践
す
る

地
域
特
産
物

の
利
用
拡
大

和
食
、
伝
承

料
理
・
行
事

食
を
継
承
す

る

食
事
の
マ

ナ
ー
等
を
身

に
つ
け
る

６月は
食育月間
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サ
ト
イ
モ
の
保
護
に
ご
協
力
を

サ
ト
イ
モ
の
保
護
に
ご
協
力
を

　

昨
年
の
サ
ト
イ
モ
圃
場
で
の
疫

病
発
生
に
よ
り
、
本
年
は
種
芋
消

毒
や
防
除
な
ど
の
サ
ト
イ
モ
疫
病

対
策
に
よ
る
生
産
者
の
経
費
負
担

が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
支
援
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
農
林
政
策
課
ま
た
は

Ｊ
Ａ
福
井
県
の
お
近
く
の
支
店
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

事
前
に
病
気
を
予
防
し
、
サ
ト

イ
モ
の
保
護
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
農
林
政
策
課
（
市
役
所
1
階
）

☎
88
‐
8
1
0
6

Ｊ
Ａ
福
井
県

勝
山
南
支
店　

☎
88
‐
0
3
4
1

勝
山
中
支
店　

☎
88
‐
0
3
4
2

勝
山
北
支
店　

☎
89
‐
2
0
0
3

　

種
芋
の
消
毒
や
圃
場
で
の
防
除

に
必
要
な
農
薬
の
購
入
費
や
、
防

除
を
他
者
に
委
託
し
た
際
の
委
託

費
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対　

象
▼
令
和
２
年
度
に
サ
ト
イ

モ
を
栽
培
し
て
い
る
す
べ
て
の

方
（
出
荷
、
販
売
し
な
い
場
合

も
含
む
）

農
薬
補
助
▼
種
芋
の
消
毒
や
圃
場

で
の
防
除
に
必
要
な
農
薬（
＊
）

の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
（
上

限
あ
り
）

防
除
委
託
補
助
▼
疫
病
対
策
の
た

め
の
防
除
を
他
者
に
委
託
し
た

際
の
委
託
費
の
一
部
を
補
助

（
上
限
あ
り
）

申
請
書
提
出
場
所
▼
農
林
政
策
課

ま
た
は
J
A
福
井
県
の
お
近
く

の
支
店

申
請
締
切
▼
６
月
30
日
㈫

＊
対
象
農
薬
は
「
ベ
ン
レ
ー
ト
Ｔ
水

和
剤
20
」「
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア

ブ
ル
」「
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤
」

「
ダ
イ
ナ
モ
顆
粒
水
和
剤
」。
た
だ

し
、
令
和
２
年
産
サ
ト
イ
モ
の
栽

培
に
使
用
し
た
分
に
限
る

サ
ト
イ
モ
疫
病
対
策

支
援
事
業

負
担
わ
け
あ
い　

人
生
楽
し
む

　

共
働
き
率
と
女
性
の
就
業
率
が

全
国
１
位
の
福
井
県
で
す
が
、
仕

事
を
持
つ
男
女
で
家
事
・
育
児
時

間
を
比
べ
る
と
、
男
性
が
１
日
20

分
な
の
に
対
し
、
女
性
は
２
時
間

44
分
と
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま

す
。

※
平
成
28
年
社
会
生
活
基
本
調
査

よ
り

　

い
つ
も
よ
り
在
宅
時
間
が
多
く

な
っ
た
今
、
家
族
全
員
が
家
事
に

関
わ
る
機
会
が
増
え
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

県
が
共
働
き
家
庭
に
勧
め
る

「
共
家
事
（
ト
モ
カ
ジ
）」
は
、
い

き
な
り
家
事
を
分
担
し
な
い
で
、

ま
ず
は
夫
婦
・
家
族
み
ん
な
で
一

緒
に
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

何
度
か
実
践
し
て
み
た
ら
、
家

事
が
意
外
と
楽
し
い
と
思
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

大
変
だ
と
思
う
こ
と
は
、
思
い

切
っ
て
家
電
や
家
事
代
行
を
導
入

し
た
り
す
る
な
ど
、
自
分
た
ち
の

や
り
方
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

家
事
負
担
が
減
り
、
ゆ
と
り
時

間
が
で
き
た
ら
、
趣
味
や
娯
楽
な

ど
自
分
の
好
き
な
時
間
に
あ
て
ま

し
ょ
う
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
も
言
わ

れ
る
中
、
性
別
関
係
な
く
、
す
べ

て
の
人
が
充
実
し
た
人
生
を
送
る

た
め
に
時
間
の
使
い
方
を
見
直
し

ま
せ
ん
か
。

問
未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

女
性
の
負
担
が
大
き
い

福
井
県

ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う

レ
ッ
ツ
共
家
事

ゆ
と
り
時
間
を

充
実
さ
せ
る

新たに６事業所が調印
　

６
月
２
日
、
市
役
所
で
「
地
域

見
守
り
活
動
協
力
に
関
す
る
協
定

調
印
式
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
高
齢
者
の
見
守

り
活
動
を
市
と
事
業
所
が
連
携
・

協
力
す
る
も
の
で
、
平
成
25
年
度

か
ら
始
ま
り
、
徐
々
に
協
力
事
業

所
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
新
た
に
６
事
業
所
が
加
わ

り
、
参
加
事
業
所
の
総
数
は
28
事

業
所
１
協
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
規
協
定
事
業
所
（
順
不
同
）

•
福
井
銀
行
勝
山
支
店

•
福
邦
銀
行
勝
山
支
店

•
越
前
信
用
金
庫
勝
山
支
店

•
北
陸
銀
行
勝
山
支
店

•
福
井
県
農
業
協
同
組
合

•
市
営
温
水
プ
ー
ル
指
定
管
理
者

問
健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
９
０
０

6
月
は
男
女
共
同
参
画
月
間
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食食
に
親
し
み
、

に
親
し
み
、
食食
を
楽
し
も
う

を
楽
し
も
う

〜
食
は
生
き
る
力
〜

　

食
育
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
の
食
に
つ
い
て
考
え
る
習
慣

を
身
に
つ
け
、
食
に
関
す
る
知
識

と
食
を
選
択
す
る
力
を
習
得
す
る

こ
と
で
、
心
身
と
も
に
健
全
な
食

生
活
を
実
践
し
、
郷
土
へ
の
愛
着

や
感
謝
の
心
を
育
む
取
り
組
み
で

す
。

　

勝
山
市
で
は
、
食
育
を
継
続
し

て
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成
20
年

か
ら
、
食
育
推
進
の
目
標
と
方
向

性
を
示
す
「
勝
山
市
食
育
推
進
計

画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

食
に
か
か
わ
る
情
勢
が
変
化
し

て
い
く
中
で
、
様
々
な
課
題
に
対

応
す
る
た
め
に
５
年
を
区
切
り
と

し
、
平
成
30
年
に
は
第
３
次
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
よ
り
食
育
の
効

果
を
高
め
る
取
組「
食
育
10
か
条
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

豊
か
な
食
生
活
を
守
る
た
め
、

ご
家
庭
で
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
６

　

国
が
公
表
し
た
「
新
し
い
生
活

様
式
」
を
基
に
、
当
市
の
現
状
に

あ
わ
せ
た
勝
山
市
版
「
新
し
い
生

活
様
式
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
食
事
に
関
す
る
実

践
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

お
一
人
お
ひ
と
り
が
、
日
常
生

活
の
中
で
心
が
け
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
感

染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、
ご
自
身
の
み
な
ら
ず
、
大
事

な
ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど
の
命
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

食
事
の
生
活
様
式

□
遠
出
を
さ
け
、
で
き
る
だ
け
市

内
店
舗
で
持
ち
帰
り
や
出
前
の

活
用

□
屋
外
空
間
で
気
持
ち
よ
く

□
お
店
で
は
対
面
で
は
な
く
横
並

び
に
座
る

□
食
事
中
の
会
話
は
控
え
る

□
お
酌
や
、
グ
ラ
ス
な
ど
の
回
し

飲
み
は
絶
対
に
避
け
る

□
基
本
は
家
族
単
位
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

勝
山
市
版

  「
新
し
い
生
活
様
式
」の

実
践
に
ご
協
力
を

第３次勝山市
食育推進計画 食育10か条

第２条

第４条

第６条

第８条

第10条

第１条

第３条

第５条

第７条

第９条

家
族
で
食
事

を
す
る

料
理
が
で
き

る
よ
う
に
な

る

旬
産
旬
消
の

実
践

「
食
」
に
対

す
る
感
謝
の

気
持
ち
を
も

つ

農
業
体
験
を

通
し
て
感
謝

の
気
持
ち
を

育
む

規
則
正
し
く

食
事
を
す
る

栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た

食
生
活
を
実

践
す
る

地
域
特
産
物

の
利
用
拡
大

和
食
、
伝
承

料
理
・
行
事

食
を
継
承
す

る

食
事
の
マ

ナ
ー
等
を
身

に
つ
け
る

６月は
食育月間
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年
金

国民年金保険料の一般免除申請について国民年金保険料の一般免除申請について
納付が困難な時はご相談を！

　保険料が未納だと、各基礎年金（老齢・障害・
遺族）を受け取れない場合があります。納付が
困難な場合には、「免除申請制度・学生納付特例
制度」がありますので、下記までご相談ください。

新型コロナウイルス感染症による影響で
納付が困難な方への臨時特例措置

　新型コロナウイルスの感染症の影響によ
り、収入が相当程度下がった場合、保険料
が免除となる臨時特例措置があります。（学
生を含む）
免 除可能期間▶令和2年2月分以降の保険料

令和2年度分（7月～令和3年6月）
免除申請受付開始日

と　き▶7月１日㈬～
ところ▶市民・税務課、福井年金事務所
必 要な物▶印鑑、年金手帳またはマイナンバー
カード・通知カード、離職票または雇用保険
受給資格者証（失業した場合）

※ 保険料の免除、学生納付特例、納付猶予を受け
た期間は、年金を受け取るための受給資格期間
に含まれますが、老齢基礎年金の受給額は保険
料を全額納めたときに比べ、減少します。なお、
免除と学特・納付猶予では受給年金額への反映
が異なります

※ 通常、納付期限は2年以内ですが、免除・猶予
などを受けた期間は、10年以内であればあと
から納める「追納制度」が利用でき、追納する
と年金額は減少しません

免除されると将来の年金は…

問福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516　　市民・税務課（市役所１階）　☎88 ｰ 8102

老齢基礎年金 障害・遺族
基礎年金

年金の受給
資格期間

年金の受給
資格期間

全額納付
全額免除
３／４免除
半額免除
１／４免除
納付猶予
学生納付特例
保険料未納

○
○
○
○
○
○
○
×

○
○
○
○
○
○
○
×

受給年金額への反映
受け取れる年金額の割合

満額

×（年金額に計算されない）
×（年金額に計算されない）

×

8分の 4
8分の 5
8分の 6
8分の 7

　年6回送付している「医療費通知」には、通知
該当月に受診した病院・薬局などの受診状況や医
療費の支払い金額などが提示してあり、健康への意識や
医療費負担のしくみに関心や理解をもっていただく目的
があります。受診状況をふり返り、ご自身、ご家族の今
後の健康づくりに活用ください。
　なお、確定申告で医療費控除の申告の際に添付する領
収書と併せて医療費通知も活用できます。医療費通知は
再発行できませんので、大切に保管ください。

医療費通知を理解し健康に医療費通知を理解し健康に 国
保

問市民・税務課（市役所１階）　☎88 ｰ 8102

病院ごとの日
数（薬局は回
数）を確認で
きます。

総医療費や一部負担金額など
が提示してあり、いくら支払っ
たかが確認できます。（ベッド
差額代などの保険診療外のも
のは含みません）

〈医療費通知の見方〉〈医療費通知の見方〉

Tulsi’sワンポイント英会話レッスン

Happy Father's Day！!
（父の日！）

６月の
テーマ

What did you give him last 
year?
　去年は何をあげたの？

I know! How about you cook 
something he likes instead of 
a gift ？
　分かったわ！プレゼントの代わり
に好きなものを料理したらどうかな

What should I give my dad 
for Father's Day?
　父の日に何をあげればいいか
な？

 I  got h im a book by an 
author he likes.
　父が好きな作家の本をあげたよ
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9月からの実施に備えよう
マイナンバーカードでマイナポイントをもらおう

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
予
約
さ
れ

た
方
は
、
７
月
以
降
（
予
定
）
か

ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
の
選
択
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
連
携
可
能

な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
は
6
月
5
日
現
在
で
87
の
決
裁

サ
ー
ビ
ス
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
情
報
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
予
約
す
る

に
は
、
電
子
証
明
書
入
り
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
で
予
約

①
パ
ソ
コ
ン
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
使
え
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
接
続
す
る

②
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
マ
イ

キ
ー
Ｉ
Ｄ
作
成
・
登
録
準
備
ソ

フ
ト
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
イ

ン
ス
ト
ー
ル
す
る

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
セ
ッ

ト
し
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
の
予
約
へ
進
み
指
示
に
従
う

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
予
約

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
準
備
す
る

②
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
」

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
（
Ａ
ｎ

ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
の
場
合
は
Ｊ
Ｐ
Ｋ

Ｉ
利
用
者
ソ
フ
ト
も
必
要
）

③
ア
プ
リ
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
予
約
に
進
み
指
示
に
従
う

市
役
所
で
予
約

　

市
民
・
税
務
課
窓
口
で
予
約
で

き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
カ
ー
ド
交
付
時
に
設
定
し
た
暗

証
番
号
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

法
改
正
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
令
和

２
年
５
月
25
日
か
ら
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

　

廃
止
後
の
通
知
カ
ー
ド
は
、
通

知
カ
ー
ド
の
記
載
事
項
（
氏
名
、

住
所
な
ど
）
が
住
民
票
と
一
致
し

て
い
る
場

合
、
引
き
続

き
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
証
明

す
る
書
類
と

し
て
使
用
で

き
ま
す
。

で
き
な
く
な
る
こ
と

•
通
知
カ
ー
ド
の
交
付
お
よ
び
再

交
付

•
通
知
カ
ー
ド
の
券
面
記
載
事
項

変
更
（
氏
名
、
住
所
な
ど
）

新
た
に
付
番
さ
れ
た
方
へ
の
通
知

　

出
生
や
国
外
か
ら
の
転
入
な
ど

で
、
新
た
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
付

番
さ
れ
る
方
に
は
、
国
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
「
個
人

番
号
通
知
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
「
個
人
番
号
通
知
書
」
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書
類
と

し
て
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書
類

　

通
知
カ
ー
ド
の
廃
止
後
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書
類
は

次
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

•
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
申
請

か
ら
取
得
す
る
ま
で
に
約
１
か

月
半
程
度
必
要
）

•
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た

「
住
民
票
の
写
し
」
ま
た
は
「
住

民
記
載
事
項
証
明
書
」（
有
料
）

•
通
知
カ
ー
ド
（
氏
名
、
住
所
な

ど
が
住
民
票
と
一
致
し
て
い
る

場
合
に
限
る
）

通
知
カ
ー
ド
が
廃
止

時間外窓口の
ご案内

可能な業務
マイナンバーカードの
受取、電子証明書の更
新

時間外窓口（要予約）
•毎週火曜日
　午後６時30分まで
　（祝日除く）
•６月28日㈰
　７月12日㈰
　午前９時～正午

申・問市民・税務課
　（市役所1階）
　☎88 ｰ 8102

問市民・税務課（市役所1階）☎88 ｰ 8102

最新情報
はこちら

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

ご
予
約
は
お
早
め
に

通知カード

広報かつやま６月号 №787 　　 16



年
金

国民年金保険料の一般免除申請について国民年金保険料の一般免除申請について
納付が困難な時はご相談を！

　保険料が未納だと、各基礎年金（老齢・障害・
遺族）を受け取れない場合があります。納付が
困難な場合には、「免除申請制度・学生納付特例
制度」がありますので、下記までご相談ください。
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生を含む）
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免除申請受付開始日

と　き▶7月１日㈬～
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必 要な物▶印鑑、年金手帳またはマイナンバー
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受給資格者証（失業した場合）

※ 保険料の免除、学生納付特例、納付猶予を受け
た期間は、年金を受け取るための受給資格期間
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料を全額納めたときに比べ、減少します。なお、
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問福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516　　市民・税務課（市役所１階）　☎88 ｰ 8102

老齢基礎年金 障害・遺族
基礎年金

年金の受給
資格期間

年金の受給
資格期間

全額納付
全額免除
３／４免除
半額免除
１／４免除
納付猶予
学生納付特例
保険料未納

○
○
○
○
○
○
○
×

○
○
○
○
○
○
○
×

受給年金額への反映
受け取れる年金額の割合

満額

×（年金額に計算されない）
×（年金額に計算されない）

×

8分の 4
8分の 5
8分の 6
8分の 7

　年6回送付している「医療費通知」には、通知
該当月に受診した病院・薬局などの受診状況や医
療費の支払い金額などが提示してあり、健康への意識や
医療費負担のしくみに関心や理解をもっていただく目的
があります。受診状況をふり返り、ご自身、ご家族の今
後の健康づくりに活用ください。
　なお、確定申告で医療費控除の申告の際に添付する領
収書と併せて医療費通知も活用できます。医療費通知は
再発行できませんので、大切に保管ください。

医療費通知を理解し健康に医療費通知を理解し健康に 国
保

問市民・税務課（市役所１階）　☎88 ｰ 8102

病院ごとの日
数（薬局は回
数）を確認で
きます。

総医療費や一部負担金額など
が提示してあり、いくら支払っ
たかが確認できます。（ベッド
差額代などの保険診療外のも
のは含みません）

〈医療費通知の見方〉〈医療費通知の見方〉
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Ｕ・ＩターンコラムU
I
うつくしく
いきる

Enjoy Life in Katsuyama

西
にしがき

垣 翔
しょう

太
た

さん（34歳）

＝芳野町２＝

移住に関するお問い合わせは
商工観光・ふるさと創生課

（市役所２階）へ　☎88 ｰ 8105

〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

成
器
堂
と
遺
構
「
演
武
寮
」（
現
布
市
道
場
）

　

成
器
堂
は
小
笠
原
勝
山
藩
の
藩
校
と
し

て
、
家
老
林
毛
川
と
藩
医
秦
魯
斎
の
尽
力
で

建
て
ら
れ
た
。
天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
に

こ
の
名
称
と
な
り
、
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）

に
槌
供
養
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
運
営
に
は
藩

か
ら
の
下
米
も
あ
っ
た
が
、
建
設
費
用
も
含

め
領
内
村
々
の
有
力
者
、
さ
ら
に
は
町
の
豪

商
か
ら
の
寄
付
金
で
賄
わ
れ
た
。

　

成
器
堂
に
は
多
く
の
書
籍
が
収
蔵
さ
れ
、

毛
川
の
蔵
書
を
は
じ
め
献
本
や
購
入
さ
れ
た

も
の
と
合
わ
せ
て
、
成
器
堂
文
庫
と
し
て
残

さ
れ
た
。
一
部
県
外
に
流
失
し
た
も
の
も
あ

る
が
、
医
学
書
も
含
め
漢
書
・
国
書
を
中
心

に
約
３
０
０
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
。
優
秀
な

教
授
陣
と
こ
う
し
た
豊
富
な
蔵
書
で
学
ぶ
こ

と
に
よ
り
、
成
器
堂
か
ら
は
勝
山
の
近
代
を

担
う
多
く
の
人
材
が
輩
出
し
た
。

　

成
器
堂
図
に
は
講
堂
や
寄
宿
寮
の
他
、
南

側
道
路
（
大
手
坂
に
向
か
う
）
に
面

し
、
文
庫
・
素
読
寮
・
表
門
・
門
番

所
と
並
び
演
武
寮
は
一
番
西
側
に

建
っ
て
い
た
。
現
在
そ
の
遺
構
と
し

て
残
る
の
は
、
講
堂
・
土
蔵
・
門
と

こ
こ
で
紹
介
す
る
演
武
寮
で
あ
る
。

　

成
器
堂
で
は
素
読
・
習
礼
・
医
学

講
釈
と
並
ん
で
、
剣
術
・
槍
術
も
教

授
さ
れ
、
そ
の
道
場
と
し
て
演
武
寮
が
建
て

ら
れ
た
。

　

余
談
な
が
ら
勝
山
が
生
ん
だ
剣
道
の
大
家　

鈴
木
定
七
は
、
藩
命
に
よ
り
日
本
一
の
剣
道

の
大
家　

斎
藤
弥
九
郞
の
塾
に
入
門
し
、
最

優
秀
で
免
許
皆
伝
を
受
け
塾
頭
代
を
命
ぜ
ら

れ
た
。
帰
藩
後
は
藩
主
の
指
南
役
と
な
り
藩

士
の
指
導
に
当
た
っ
た
。
彼
の
努
力
に
よ
り

小
藩
の
勝
山
か
ら
剣
道
の
達
人
が
続
出
し
た
。

　

演
武
寮
の
建
物
は
入
母
屋
造
焼
き
瓦
葺
き

で
、
小
笠
原
家
の
家
紋
で
あ
る
三
階
菱
の
瓦

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
12
年
（
１
８
７

９
）
の
布
市
区
大
火
で
道
場
が
焼
失
し
た
た

め
、
こ
の
演
武
寮
を
買
い
取
り
現
在
の
地
に

移
築
、
区
の
集
会
場
や
本
覚
寺
布
市
道
場
と

し
て
利
用
し
て
い
る
。
昭
和
47
年
（
１
９
７

２
）
勝
山
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

後
、
屋
根
・
屋
根
瓦
が
破
損
し
た
た
め
補
修

し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

成
器
堂

遺
構
遺
構
「
演
武
寮
」（
現
布
市
道
場

を
ねねねてててねね

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造 38

昭和40年代後半の演武寮外
観（上）と内部の梁の部分

　今回は特別インタビューとし
て、4月から地域おこし協力隊
に就任した西垣さんにお話を伺
いました。
　西垣さんは、京都府出身で、
学生時代に高齢化がすすむ中山
間地や商店街でまちづくりに関
するフィールドワークを経験
し、以降、京都府や東京都など
で地域づくりやインバウンド事
業（会社を設立）など国内外を
視野に活動されています。
▶ 勝山で活動しようと思った
きっかけは？

　これまで地域を活性化させる
ためのコーディネート活動や地域
の魅力を国内外に発信するため
のプロモーションなどを行ってき

ました。その中で、これまで培っ
てきた経験や人脈を活かし、一
過性ではなく持続的なまちづくり
にチャレンジしたいと考えていま
した。そんな折、友人で勝山市
地域おこし協力隊の太田さんか
ら勝山を紹介してもらいました。
▶ 今後の活動は？
　美しい苔がある平泉寺や越前
大仏などの魅力的な素材を活か
したプロモーション活動や若者
にとって訪れたい、住んでみた
いまちに向けた仕掛けづくりな
どに取り組みたいと思いってい
ます。そして、市内の活性化は
もちろん、都市部や海外から勝
山に行ってみたいと感じ、訪ね
てくる関係人口の増加を目指し

経験・人脈を活かし
持続的なまちづくりにチャレンジ

ていきたいと思います。
▶ 勝山に住んでみていかがですか
　身近に豊かな自然があり、と
てもリラックスできています。
外出できない時こそ、自然が近
くにあることの素晴らしさを感
じています。
　現在は、感染症防止対策の関
係で活動に制限がありますが、
「新しい生活様式」によって生
じる、都市部にはない、地方で
のプラス面を探しながら活動で
きたらと思います。
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件数内訳 令和２年５月末 前年比

総件数 １１４件 －５２件

人身事故
（うち高齢者）

３件
（０）

－６件
（－２）

死　者
（うち高齢者）

１人
（１）

＋１件
（＋１）

傷　者 ２人 －７人

物損事故 １１１件 －４６件

６月の納税

4月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 5月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 10,864人 3 －18 －15 7 －19 －12 10,837人 －27人
女 11,921人 5 －15 －10 9 －14 －5 11,906人 －15人

合　計 22,785人 8 －33 －25 16 －33 －17 22,743人 －42人
世帯数 7,986世帯 7,980世帯 －6世帯

人口の動き

市・県民税▶第1期
納期限▶6月30日㈫　口座振替▶6月26日㈮

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

いいききいいきき★★健康長寿健康長寿

問 高齢者の総合相談窓口　地域包括支援センター
「やすらぎ」（すこやか内）☎87 ｰ 0900

　コロナ禍で、集まって交流・会話をする機会が減っ
てきています。もの忘れを予防するためにも、電話
などで人との交流をつづけていきましょう。
　最近、物忘れが多くなってきた、認知症が心配、
という方は、右記のチェック表で一度確認してみま
しょう。

認知症早期チェック（「はい」か「いいえ」に〇）
№ 項　目 はい いいえ
① バスや電車で1人で外出している 0 1
② 日用品の買い物をしている 0 1
③ 預貯金の出し入れをしている 0 1

④ 自分で電話番号を調べて電話をかけて
いる 0 1

⑤ 今日が何月何日かわからない時がある 1 0

⑥ すきだったことや趣味などへの興味や
関心がなくなった 1 0

⑦ 以前より怒りっぽくなったなど性格が
かわったと感じる（そう言われる） 1 0

合計点数（　　点）⇒合計点数が3点以上かつ⑤
～⑦が1点以上の方は、お早めにご相談ください

『勝山市認知症ケアパス』をご活用ください
　認知症の心配ごとやお困りごとに応じた主な相
談先をまとめたものです。
　市ホームページなどでご確認くださ
い。

「もの忘れが気になりだした方に」「もの忘れが気になりだした方に」

ウイルス性脳炎、髄膜炎
JCHOJCHO-
ColumnColumn

和
2
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
恐
ろ
し
さ
を
再
確

認
し
た
年
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
自

体
は
よ
く
聞
く
言
葉
で
す
が
、

少
し
深
く
掘
り
下
げ
て
み
ま

し
ょ
う
。

イ
ル
ス
は
、
世
の
中
で
最
も

小
さ
な
生
き
物
で
す
。
細
胞
が
1

個
し
か
な
い
単
細
胞
生
物
（
多
く

の
細
菌
）
よ
り
も
さ
ら
に
50
分
の

１
程
度
の
大
き
さ
し
か
な
く
、
電

子
顕
微
鏡
で
し
か
観
察
で
き
ま
せ

ん
。
た
ん
ぱ
く
質
の
殻
と
、
内
部

に
遺
伝
子
し
か
持
た
な
い
生
き
物

で
、
単
独
で
は
栄
養
を
取
り
込
む

こ
と
も
、
増
殖
す
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
ほ
か
の
生
物
の
細
胞（
宿

主
）
に
入
り
こ
ん
で
細
胞
か
ら
栄

養
を
も
ら
い
、
や
っ
と
増
え
る
こ

と
の
で
き
る
極
め
て
弱
い
存
在
で

す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
治
療
薬
が
な
い
よ
う
に
、
科
学

技
術
の
発
達
し
た
現
代
に
お
い
て

も
限
ら
れ
た
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

治
療
薬
し
か
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
ウ
イ
ル
ス
性

髄
膜
炎
、
脳
炎
の
お
話
で
す
。

は
と
て
も
大
事
な
臓
器
で
す

の
で
、
体
の
中
で
、
特
に
堅
牢
な

防
御
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
病
原

菌
は
そ
う
簡
単
に
は
入
り
込
め
な

い
の
で
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

脳
の
感
染
（
当
院
で
年
間
5
件
程

度
）
は
見
か
け
ま
す
。
脳
細
胞
に

ま
で
ウ
イ
ル
ス
が
到
達
し
て
し
ま

い
ま
す
と
回
復
し
た
と
し
て
も
、

部
位
に
応
じ
た
神
経
機
能
障
害
を

残
し
て
し
ま
い
ま
す
。

内
に
入
り
込
む
多
く
の
ウ
イ

ル
ス
も
治
療
薬
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最
も
感
染
の

多
い
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
（
水
ぼ

う
そ
う
と
同
じ
ウ
イ
ル
ス
で
、
体

内
に
潜
み
、
免
疫
が
弱
っ
た
時
期

に
活
動
を
活
発
化
し
、
神
経
か
ら

脳
内
に
到
達
）
に
は
、
幸
い
治
療

薬
が
あ
り
ま
す
。

の
他
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
は
じ
め
、
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
、

お
た
ふ
く
ウ
イ
ル
ス
、
日
本
脳
炎

ウ
イ
ル
ス
な
ど
も
治
療
薬
は
存
在

せ
ず
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
自
分
の

免
疫
頼
み
と
な
り
、
治
療
効
果
が

上
が
ら
ず
、
重
症
化
し
や
す
い
で

す
。イ

ル
ス
髄
膜
炎
、
脳
炎
に
な

ら
な
い
た
め
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
準
じ
た
予
防
が
重
要
で
す
。
す

な
わ
ち
免
疫
を
高
め
る
た
め
に
、

十
分
な
栄
養
、
休
養
、
運
動
が
必

要
で
す
。
手
洗
い
や
う
が
い
も
大

事
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ほ
か
、

ウ
イ
ル
ス
と
の
接
触
を
減
ら
す
予

防
策
が
必
要
で
す
。

福井勝山総合病院
脳神経外科部長 中島　毅

令
ウ

脳そウ

脳
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Enjoy Life in Katsuyama

西
にしがき

垣 翔
しょう

太
た

さん（34歳）

＝芳野町２＝

移住に関するお問い合わせは
商工観光・ふるさと創生課

（市役所２階）へ　☎88 ｰ 8105

〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

成
器
堂
と
遺
構
「
演
武
寮
」（
現
布
市
道
場
）

　

成
器
堂
は
小
笠
原
勝
山
藩
の
藩
校
と
し

て
、
家
老
林
毛
川
と
藩
医
秦
魯
斎
の
尽
力
で

建
て
ら
れ
た
。
天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
に

こ
の
名
称
と
な
り
、
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）

に
槌
供
養
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
運
営
に
は
藩

か
ら
の
下
米
も
あ
っ
た
が
、
建
設
費
用
も
含

め
領
内
村
々
の
有
力
者
、
さ
ら
に
は
町
の
豪

商
か
ら
の
寄
付
金
で
賄
わ
れ
た
。

　

成
器
堂
に
は
多
く
の
書
籍
が
収
蔵
さ
れ
、

毛
川
の
蔵
書
を
は
じ
め
献
本
や
購
入
さ
れ
た

も
の
と
合
わ
せ
て
、
成
器
堂
文
庫
と
し
て
残

さ
れ
た
。
一
部
県
外
に
流
失
し
た
も
の
も
あ

る
が
、
医
学
書
も
含
め
漢
書
・
国
書
を
中
心

に
約
３
０
０
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
。
優
秀
な

教
授
陣
と
こ
う
し
た
豊
富
な
蔵
書
で
学
ぶ
こ

と
に
よ
り
、
成
器
堂
か
ら
は
勝
山
の
近
代
を

担
う
多
く
の
人
材
が
輩
出
し
た
。

　

成
器
堂
図
に
は
講
堂
や
寄
宿
寮
の
他
、
南

側
道
路
（
大
手
坂
に
向
か
う
）
に
面

し
、
文
庫
・
素
読
寮
・
表
門
・
門
番

所
と
並
び
演
武
寮
は
一
番
西
側
に

建
っ
て
い
た
。
現
在
そ
の
遺
構
と
し

て
残
る
の
は
、
講
堂
・
土
蔵
・
門
と

こ
こ
で
紹
介
す
る
演
武
寮
で
あ
る
。

　

成
器
堂
で
は
素
読
・
習
礼
・
医
学

講
釈
と
並
ん
で
、
剣
術
・
槍
術
も
教

授
さ
れ
、
そ
の
道
場
と
し
て
演
武
寮
が
建
て

ら
れ
た
。

　

余
談
な
が
ら
勝
山
が
生
ん
だ
剣
道
の
大
家　

鈴
木
定
七
は
、
藩
命
に
よ
り
日
本
一
の
剣
道

の
大
家　

斎
藤
弥
九
郞
の
塾
に
入
門
し
、
最

優
秀
で
免
許
皆
伝
を
受
け
塾
頭
代
を
命
ぜ
ら

れ
た
。
帰
藩
後
は
藩
主
の
指
南
役
と
な
り
藩

士
の
指
導
に
当
た
っ
た
。
彼
の
努
力
に
よ
り

小
藩
の
勝
山
か
ら
剣
道
の
達
人
が
続
出
し
た
。

　

演
武
寮
の
建
物
は
入
母
屋
造
焼
き
瓦
葺
き

で
、
小
笠
原
家
の
家
紋
で
あ
る
三
階
菱
の
瓦

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
12
年
（
１
８
７

９
）
の
布
市
区
大
火
で
道
場
が
焼
失
し
た
た

め
、
こ
の
演
武
寮
を
買
い
取
り
現
在
の
地
に

移
築
、
区
の
集
会
場
や
本
覚
寺
布
市
道
場
と

し
て
利
用
し
て
い
る
。
昭
和
47
年
（
１
９
７

２
）
勝
山
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

後
、
屋
根
・
屋
根
瓦
が
破
損
し
た
た
め
補
修

し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

成
器
堂

遺
構
遺
構
「
演
武
寮
」（
現
布
市
道
場
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昭和40年代後半の演武寮外
観（上）と内部の梁の部分

　今回は特別インタビューとし
て、4月から地域おこし協力隊
に就任した西垣さんにお話を伺
いました。
　西垣さんは、京都府出身で、
学生時代に高齢化がすすむ中山
間地や商店街でまちづくりに関
するフィールドワークを経験
し、以降、京都府や東京都など
で地域づくりやインバウンド事
業（会社を設立）など国内外を
視野に活動されています。
▶ 勝山で活動しようと思った
きっかけは？

　これまで地域を活性化させる
ためのコーディネート活動や地域
の魅力を国内外に発信するため
のプロモーションなどを行ってき

ました。その中で、これまで培っ
てきた経験や人脈を活かし、一
過性ではなく持続的なまちづくり
にチャレンジしたいと考えていま
した。そんな折、友人で勝山市
地域おこし協力隊の太田さんか
ら勝山を紹介してもらいました。
▶ 今後の活動は？
　美しい苔がある平泉寺や越前
大仏などの魅力的な素材を活か
したプロモーション活動や若者
にとって訪れたい、住んでみた
いまちに向けた仕掛けづくりな
どに取り組みたいと思いってい
ます。そして、市内の活性化は
もちろん、都市部や海外から勝
山に行ってみたいと感じ、訪ね
てくる関係人口の増加を目指し

経験・人脈を活かし
持続的なまちづくりにチャレンジ

ていきたいと思います。
▶ 勝山に住んでみていかがですか
　身近に豊かな自然があり、と
てもリラックスできています。
外出できない時こそ、自然が近
くにあることの素晴らしさを感
じています。
　現在は、感染症防止対策の関
係で活動に制限がありますが、
「新しい生活様式」によって生
じる、都市部にはない、地方で
のプラス面を探しながら活動で
きたらと思います。
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件数内訳 令和２年５月末 前年比

総件数 １１４件 －５２件

人身事故
（うち高齢者）

３件
（０）

－６件
（－２）

死　者
（うち高齢者）

１人
（１）

＋１件
（＋１）

傷　者 ２人 －７人

物損事故 １１１件 －４６件

６月の納税

4月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 5月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 10,864人 3 －18 －15 7 －19 －12 10,837人 －27人
女 11,921人 5 －15 －10 9 －14 －5 11,906人 －15人

合　計 22,785人 8 －33 －25 16 －33 －17 22,743人 －42人
世帯数 7,986世帯 7,980世帯 －6世帯

人口の動き

市・県民税▶第1期
納期限▶6月30日㈫　口座振替▶6月26日㈮

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

いいききいいきき★★健康長寿健康長寿

問 高齢者の総合相談窓口　地域包括支援センター
「やすらぎ」（すこやか内）☎87 ｰ 0900

　コロナ禍で、集まって交流・会話をする機会が減っ
てきています。もの忘れを予防するためにも、電話
などで人との交流をつづけていきましょう。
　最近、物忘れが多くなってきた、認知症が心配、
という方は、右記のチェック表で一度確認してみま
しょう。

認知症早期チェック（「はい」か「いいえ」に〇）
№ 項　目 はい いいえ
① バスや電車で1人で外出している 0 1
② 日用品の買い物をしている 0 1
③ 預貯金の出し入れをしている 0 1

④ 自分で電話番号を調べて電話をかけて
いる 0 1

⑤ 今日が何月何日かわからない時がある 1 0

⑥ すきだったことや趣味などへの興味や
関心がなくなった 1 0

⑦ 以前より怒りっぽくなったなど性格が
かわったと感じる（そう言われる） 1 0

合計点数（　　点）⇒合計点数が3点以上かつ⑤
～⑦が1点以上の方は、お早めにご相談ください

『勝山市認知症ケアパス』をご活用ください
　認知症の心配ごとやお困りごとに応じた主な相
談先をまとめたものです。
　市ホームページなどでご確認くださ
い。

「もの忘れが気になりだした方に」「もの忘れが気になりだした方に」

ウイルス性脳炎、髄膜炎
JCHOJCHO-
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イ
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葉
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深
く
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下
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み
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。
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ル
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、
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の
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な
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で
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。
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独
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ま
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。
ほ
か
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の
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に
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胞
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養
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え
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と
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で
き
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在
で

す
。
し
か
し
、
コ
ロ
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療
薬
が
な
い
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に
、
科
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技
術
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発
達
し
た
現
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も
限
ら
れ
た
ウ
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ル
ス
に
対
す
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治
療
薬
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か
な
い
の
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で

す
。

　

こ
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踏
ま
え
、
ウ
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ル
ス
性

髄
膜
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脳
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の
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で
す
。

は
と
て
も
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事
な
臓
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で
す

の
で
、
体
の
中
で
、
特
に
堅
牢
な

防
御
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
病
原

菌
は
そ
う
簡
単
に
は
入
り
込
め
な

い
の
で
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

脳
の
感
染
（
当
院
で
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程

度
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か
け
ま
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。
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に
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。
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入
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薬
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ほ
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り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最
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感
染
の

多
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ル
ペ
ス
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ウ
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で
、
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内
に
潜
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、
免
疫
が
弱
っ
た
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に
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発
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し
、
神
経
か
ら

脳
内
に
到
達
）
に
は
、
幸
い
治
療

薬
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ま
す
。

の
他
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
は
じ
め
、
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
、

お
た
ふ
く
ウ
イ
ル
ス
、
日
本
脳
炎

ウ
イ
ル
ス
な
ど
も
治
療
薬
は
存
在

せ
ず
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
自
分
の

免
疫
頼
み
と
な
り
、
治
療
効
果
が

上
が
ら
ず
、
重
症
化
し
や
す
い
で

す
。イ

ル
ス
髄
膜
炎
、
脳
炎
に
な

ら
な
い
た
め
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
準
じ
た
予
防
が
重
要
で
す
。
す

な
わ
ち
免
疫
を
高
め
る
た
め
に
、

十
分
な
栄
養
、
休
養
、
運
動
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要
で
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。
手
洗
い
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事
で
す
。
ワ
ク
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の
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か
、

ウ
イ
ル
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と
の
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ら
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で
す
。

福井勝山総合病院
脳神経外科部長 中島　毅
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ウ

脳そウ

脳
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「僕たちの
部活動改革」

～部活自治・
10のステップ～

「植物たちの
生き残り大作戦」
～おもしろ図鑑～

「図解新型コロナ
ウイルス 職場の
対策マニュアル」

神谷　拓／著
かもがわ出版

藤井　義晴／著
新星出版社

亀田　高志／著
エクスナレッジ

突然廃部を言い渡された南中男子バ
レー部。でも、「バレーをやりたい」
という同じ思いを持った仲間がいれ
ば、バレー部は存続できる！主人公の
タクヤたちが繰り広げる部活動の物語
を読みながら、「ブカツノヒケツ」に
ついて解説。自分たちで課題を乗り越
えていく力をつける「解決書」。

種をタイヤにはりつかせて遠くに運ばせ
るナガミヒナゲシ、山火事でも枯れな
いユーカリ、アリをすまわせてアリのフ
ンを栄養にしているアリノスダマ…。植
物たちが生き残るためにやっているお
どろきの作戦の数々を写真やイラスト、
マンガなどとともに楽しく紹介する。

社員が感染したら？風評被害を避け
るには？オフィスの感染危険度は？
労働衛生コンサルタント医師が、新
型コロナウイルス感染症の基礎知識
や、社員と職場の対策をＱ＆Ａ形式
で解説する。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

ふるさと勝山の
PR動画を配信中
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